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いる。この作品における異国について、筆者はすでに論じておいたが3）、この
作品以前にも異国を趣向にした作品として『庭荘子珍物茶話』（寛政 9年
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現存本は、文政10年 （1827）～同12年 (1829）、天保3年 (1832）～同 5年（1834）、嘉永元年 (1848)
の7年分であるが、和田高吉が翻刻した天保2年（1831）の1年分（和田高吉［馬琴日記J丙午出版





と論じている （板坂則子「馬琴日記」『研究資料日本古典文学⑨ 日記・紀行文学j明治書院、 1984年、
247頁）。
2 l r日本古典文学大辞典j第5巻、岩波書店、 1984年、 48頁。

























18）武藤元昭「馬琴日記はなぜ書かれたか」（『国文学 解釈と教材の研究J学燈社、 1977年9月、 155
頁）。
19) L馬琴日記Jの引用は、陣峻康隆他校訂『馬琴日記J第I～第4（中央公論社、 1973年）による。
20）植田啓子「曲亭馬琴の対外関心についてJ（『国文学 言語と文芸』 42、大修館書店、 1965年9月、
38頁）。







差は見られないのか、 ②〈異国〉 の問題を馬琴は創作の中にどう生かしたのか、 『椿説弓張月j以外の
作品からも （異国〉の要素は認められるのか、と尋ね、発表者は、 ①馬琴には諸外国を明確に区別す
る意識はなかったのではないか、 ②『椿説弓張月j以前から奥田風の作品は執筆されているが、 『椿説
弓張月j以降、 江戸幕府の取締りもあり、見られなくなる、と答えた。
ロパート・キャンベル氏は、［馬琴日記Jに記された松前藩の情報や風聞はどのように収集されたも
のなのか、と尋ね、発表者は、馬琴のもとに松前藩関係者が出入りしていた、と答えた。
王益鳴氏は、レジュメに引用されている「高野山事略」とはどのような内容であり、 （異国〉と関連
する書物なのか、 尋ねた。
武井協三氏は、 『白石叢書Jの書き込みはすべて馬琴によるものと認定できるのか、と尋ね、発表者
は、わずかに例外もあるが、ほとんどは馬琴の筆跡として確認済みである、と答えた。
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